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は
じ
め
に
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
初
代
図
書
館
長
市
嶋
春
城
（
安
政
七
年
〜
昭
和
十
九
年
）
宛
て
の
坂
口
五
峰
（
安
政
六
年
〜
大
正
十
二
年
）
と
田
辺
碧
堂
（
元
治
六
年
〜
昭
和
六
年
）
と
の
書
簡
を
紹
介
す
る
。
坂
口
五
峰
、
田
辺
碧
堂
と
い
っ
て
も
今
は
そ
の
名
を
知
る
人
も
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
二
人
と
も
明
治
中
期
か
ら
衆
議
院
議
員
を
務
め
る
な
ど
政
界
で
活
躍
す
る
一
方
で
、
漢
詩
壇
の
盟
主
で
あ
っ
た
森もり
し
ゅ
ん
と
う
春
濤
門
下
の
双
璧
を
成
す
漢
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
　
碧
堂
の
言
に
拠
れ
ば
、
春
濤
は
「
東
に
五
峰
、
西
に
碧
堂
、
前
途
有
望
の
好
門
下
を
獲え
て
洵まことに
嬉
し
い
。
元
來
君
（
碧
堂
）
は
絶
句
に
お
い
て
長
所
を
見
る
。
絶
句
を
貴
ぶ
所
は
神
韻
と
風
致
に
あ
る
か
ら
君
の
如
き
性
情
の
人
に
は
適
す
る
が
五
峰
は
理
屈
に
長
じ
て
ゐ
る
か
ら
古
詩
大
作
に
ふ
さ
は
し
い
、
丁
度
芝
居
の
女
形
と
立
役
者
が
出
來
た
や
う
な
も
の
だ
」
と
語
っ
た
と
い
う
（
昭
和
四
年
新
潟
新
聞
社
刊
『
五
峰
餘
影
』、
三
一
頁
）。
ま
た
五
峰
坂
口
仁
一
郎
は
、
敗
戦
後
の
昭
和
文
壇
で
、
織
田
作
之
助
、
太
宰
治
、
石
川
淳
と
と
も
に
「
無
頼
派
」
な
ど
と
称
さ
れ
て
、
今
日
も
人
気
の
衰
え
な
い
坂
口
安
吾
の
実
父
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
安
吾
と
親
し
か
っ
た
石
川
淳
は
昭
和
三
十
二
年
筑
摩
書
房
刊
の
『
諸
國
畸
人
傳
』
の
中
に
「
阪
口
五
峰
」
の
一
章
を
立
て
て
い
る
。
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
六
十
六
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
嶋
春
城
宛
坂
口
五
峰
・
田
辺
碧
堂
書
簡
紹
介
池
　
澤
　
一
　
郎
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
嶋
春
城
宛
坂
口
五
峰
・
田
辺
碧
堂
書
簡
紹
介
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政
界
、
文
学
藝
術
の
世
界
に
多
彩
な
人
脈
を
有
し
て
い
た
市
嶋
春
城
自
身
は
、
漢
詩
の
制
作
は
十
代
前
半
で
廃
し
た
（
前
掲
『
五
峰
餘
影
』、
一
五
五
頁
）
が
、
そ
の
膨
大
な
著
書
の
随
所
に
窺
え
る
よ
う
に
、
漢
詩
文
や
書
画
篆
刻
へ
の
造
詣
の
深
さ
は
、
当
時
に
お
い
て
も
傑
出
し
て
い
た
。
市
嶋
も
坂
口
も
田
辺
も
衆
議
院
議
員
を
務
め
て
お
り
、
政
界
で
も
市
嶋
と
接
点
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
坂
口
は
終
生
政
界
と
関
わ
り
な
が
ら
も
、
一
貫
し
て
漢
詩
を
作
り
続
け
て
お
り
、
田
辺
は
人
生
半
ば
に
し
て
政
界
か
ら
は
退
き
、
漢
詩
と
南
画
と
の
研
究
、
制
作
、
教
育
に
従
事
し
た
。
　
以
下
に
紹
介
す
る
両
者
の
市
嶋
宛
て
書
簡
は
、
専
ら
漢
詩
文
や
書
画
に
関
わ
る
内
容
を
備
え
、
市
嶋
を
斯
界
の
先
達
と
し
て
遇
す
る
敬
意
が
文
面
に
溢
れ
て
い
る
。
両
者
の
市
嶋
と
の
関
係
は
、
五
峰
は
莫
逆
と
い
え
る
ほ
ど
近
し
く
、
田
辺
は
比
較
的
疎
遠
で
あ
っ
た
。
　
市
嶋
が
五
峰
の
詩
文
集
『
五
峯
遺
稿
』（
大
正
十
四
年
刊
）
に
寄
せ
た
跋
文
の
「
余
と
思
道
（
五
峰
）
と
相
ひ
交
は
る
こ
と
三
十
餘
年
。
趨
向
異
然
た
り
と
雖
も
、
そ
の
操
守
す
る
所
、
未
だ
始
め
よ
り
相
ひ
同
じ
か
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
思
道
を
知
る
者
は
、
余
に
若し
く
は
莫な
し
焉
（
原
漢
文
、
括
弧
内
筆
者
注
）」
と
い
う
文
言
に
は
市
嶋
が
五
峰
に
如
何
に
近
し
か
っ
た
か
が
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
　
一
方
、
田
辺
は
春
城
よ
り
は
む
し
ろ
五
峰
に
近
か
っ
た
。
前
掲
書
『
五
峰
餘
影
』
と
い
う
五
峰
の
死
後
、
春
城
の
協
力
を
得
て
、
五
峰
の
長
男
献
吉
が
刊
行
し
た
伝
記
、
追
悼
文
集
の
中
で
三
人
の
漢
詩
人
の
追
悼
文
の
先
頭
を
飾
る
の
も
「
詩
人
と
し
て
の
五
峰
」
と
い
う
田
辺
の
文
章
で
あ
る
。ま
た
、春
濤
没
後
、森
槐
南
と
溝
が
出
来
た
碧
堂
と
五
峰
と
は
と
も
に
国
分
青
厓
に
師
事
す
る
が
、『
改
削
碧
堂
絶
句
』
（
大
正
九
年
文
章
院
刊
）
の
序
に
あ
る
よ
う
に
、『
碧
堂
絶
句
』
の
添
削
を
青
厓
に
碧
堂
が
乞
う
た
と
こ
ろ
、
完
膚
無
き
ま
で
に
加
朱
さ
れ
、
そ
れ
が
こ
と
ご
と
く
肯
綮
に
中あた
っ
て
い
た
た
め
に
、
節
を
折
っ
て
先
に
田
辺
が
青
厓
に
従
い
、
続
い
て
五
峰
が
碧
堂
の
仲
介
で
青
厓
に
接
近
し
た
。
為
に
、『
五
峯
遺
稿
』
は
、
舘
森
袖
海
が
先
ず
遺
稿
の
中
か
ら
詩
を
選
び
、
碧
堂
と
青
厓
と
が
更
に
吟
味
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
で
、
若
い
頃
か
ら
五
峰
が
得
意
と
し
た
長
篇
の
古
詩
、
特
に
詠
史
詩
に
本
領
を
発
揮
す
る
詩
集
と
な
っ
て
い
て
、
春
濤
・
槐
南
の
門
下
で
流
行
し
た
清
朝
風
の
艶
麗
な
詩
風
は
払
拭
さ
れ
て
い
る
。
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田
辺
は
五
峰
の
漢
詩
を
明
治
の
漢
詩
壇
で
「
獨
歩
の
勢
ひ
を
示
す
」
と
ま
で
絶
賛
す
る
。
春
城
は
五
峰
の
書
を
酷
愛
し
、
五
峰
の
「
能
筆
を
煩
し
て
來
訪
毎ごと
に
近
購
の
書
畫
幅
の
題
匣
を
請
ふ
こ
と
が
常
で
あ
つ
て
、
随
つ
て
所
蔵
の
書
畫
の
大
半
は
皆
匣
に
君
（
五
峰
）
の
筆
蹟
を
留
め
て
ゐ
る
」（『
五
峰
餘
影
』
一
五
五
頁
）
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
各
書
簡
の
翻
字
の
後
に
は
、
注
記
を
挿
入
し
つ
つ
、
原
物
の
図
版
と
上
下
対
照
し
て
掲
載
す
る
こ
と
で
、
春
城
酷
愛
の
五
峰
の
見
事
な
筆
跡
、
ま
た
詩
書
画
三
絶
に
し
て
「
今
山
陽
」
の
称
の
あ
っ
た
碧
堂
の
筆
跡
の
妙
を
味
わ
い
た
い
。
　
一
、
坂
口
五
峰
〇 
六
月
十
日
付
市
嶋
春
城
宛
坂
口
五
峰
書
簡
【
図
イ
】（
請
求
記
号　
チ
六
‐
三
八
一
二
‐
一
（
三
八
）
拝
啓
、
此
程
ハ
珎
ら
し
き
品
々
御
恵
投
被
下
、
感
佩
之
至
奉
萬
謝
候
。
い
づ
れ
も
小
生
之
好
物
の
も
の
ゝ
み
ニ
て
日
々
鼓
舌
罷
在
候
。
詩
話
代
金
宛
と
し
て
別
紙
為
替
差
上
申
候
。
唯
今
仕
譯
見
當
ら
ず
（
紛
失
し
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
嶋
春
城
宛
坂
口
五
峰
・
田
辺
碧
堂
書
簡
紹
介
─　　─71
た
る
に
あ
ら
す
）
候
へ
と
も
、
確
か
千
九
百
七
十
円
ば
か
り
と
記
憶
致
居
候
間
、
弐
千
円
差
上
申
候
。
是
に
て
ハ
餘
分
と
相
成
候
へ
と
も
、
仕
譯
の
中
に
ハ
、
紙
型
の
代
金
計
算
致
し
、
當
初
の
約
束
ニ
ハ
七
八
十
円
と
覚
へ
居
候
。
同
御
印
刷
會
社
へ
御
打
合
の
上
、
更
ニ
御
返
寄
を
願
上
候
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
餘
分
ハ
御
預
り
置
被
下
度
奉
願
上
候
。
不
足
分
ハ
更
ニ
差
上
可
申
候
。
原
稿
保
存
方
の
義
も
豫
て
御
高
説
を
伺
ひ
居
候
會
社
へ
御
照
會
の
上
、
御
相
纏
置
被
下
度
奉
願
上
候
。
製
本
致
さ
ん
と
す
る
も
、
當
地
ニ
ハ
出
來
ず
、
御
配
慮
を
乞
は
ざ
る
図イ（1）
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を
得
ず
、
先
以
て
散
逸
を
防
ぐ
様
宜
し
く
御
配
慮
奉
願
上
候
。
書
外
萬
在
後
信
草
々
頓
首
六
月
十
日　
　
仁
一
郎
春
城
先
生
　
　
　
　
侍
史
　
五
峰
畢
生
の
大
著
『
北
越
詩
話
』
の
印
刷
、
製
本
費
用
を
五
峰
が
春
城
に
為
替
で
送
付
す
る
旨
を
伝
え
る
書
簡
で
あ
る
。『
北
越
詩
話
』
は
日
本
歴
代
の
新
潟
出
身
、
あ
る
い
は
新
潟
周
辺
に
来
訪
し
た
漢
詩
人
の
履
歴
行
状
と
代
表
作
と
を
摘
記
し
、
批
評
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
特
質
と
意
義
に
つ
い
て
は
、『
北
越
詩
話
』
の
末
に
掲
げ
ら
れ
、『
五
峰
餘
影
』
に
も
併
載
さ
れ
て
い
る
市
嶋
春
城
の
「『
北
越
詩
話
』
に
つ
い
て
」
に
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
乾
坤
二
冊
の
大
著
の
奥
書
は
、
前
者
が
大
正
七
年
十
一
月
、
後
者
が
大
正
八
年
三
月
の
年
記
を
有
す
る
。
後
に
市
嶋
春
城
の
創
設
に
係
る
国
書
刊
行
会
か
ら
復
刊
さ
れ
る
が
、
初
刊
の
東
京
京
橋
の
目
黒
甚
七
、
新
潟
長
岡
の
目
黒
十
郎
の
共
同
刊
行
の
も
の
の
出
版
の
斡
旋
に
も
春
城
が
尽
力
し
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た
消
息
が
看
取
し
う
る
文
面
で
あ
る
。
文
中
の
「
印
刷
會
社
」
は
、
刊
記
に
よ
れ
ば
東
京
牛
込
の
日
清
印
刷
株
式
会
社
（
渡
邉
八
太
郎
）
で
あ
る
（
金
子
宏
二
「
日
清
印
刷
株
式
会
社
の
創
業
に
つ
い
て
│
早
稲
田
大
学
関
係
者
の
起
業
」
早
稲
田
大
学
史
紀
要
二
九
、
二
二
三
〜
二
四
七
頁
、
一
九
九
七
年
刊
）。「
製
本
致
さ
ん
と
す
る
も
當
地
ニ
ハ
出
来
ず
云
々
」
の
文
言
か
ら
漸
く
出
版
に
漕
ぎ
つ
け
た
さ
ま
が
看
取
さ
れ
る
の
で
、
乾
巻
が
十
一
月
に
出
版
さ
れ
る
大
正
七
年
の
、
六
月
十
日
の
も
の
と
推
定
し
て
お
く
。
こ
の
年
、
五
峰
は
憲
政
会
総
務
と
な
っ
て
い
た
。
冒
頭
、
春
城
か
ら
贈
ら
れ
た
好
物
に
舌
鼓
を
打
つ
健
啖
ぶ
り
に
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
頑
健
ぶ
り
を
誇
っ
て
い
た
さ
ま
が
見
て
取
れ
る
の
は
喜
ば
し
い
。
〇 
大
正
十
一
年
十
一
月
廿
八
日
付
市
嶋
春
城
宛
坂
口
五
峰
書
簡
【
図
ロ
】（
請
求
記
号　
チ
六
‐
三
八
一
三
‐
一
（
四
一
）
拝
啓
、
御
下
命
大
隈
侯
遺
著
標
題
、
思
ふ
様
に
出
來
兼
懊
悩
致
居
候
上
、
一
昨
日
來
、
風
邪
に
て
咽
喉
及
鼻
を
傷
め
、
従
ふ
て
図ロ（1）
─　　─74
脳
ニ
及
び
、
昨
夜
遂
に
卅
八
度
三
四
分
の
高
熱
に
達
し
、
今
朝
ハ
坂
上
醫
師
の
來
診
を
乞
ひ
注
射
致
居
候
様
の
始
末
に
付
、
可
相
成
ハ
御
免
蒙
り
た
く
存
候
へ
ど
、
過
刻
關
太
郎
氏
來
訪
、
心
待
ニ
て
も
有
之
候
間
、
兔
も
角
も
別
紙
供
貴
覧
候
。
大
部
分
ハ
昨
日
認
め
し
も
の
な
れ
ど
、
餘
り
に
拙
く
、
唯
今
更
に
二
ツ
三
ツ
餘
白
へ
試
み
候
へ
ど
、
や
ハ
り
拙
し
。
此
中
御
間
ニ
合
候
ハ
ゝ
、
何
れ
を
か
御
採
用
被
下
度
、
然
ら
ざ
れ
ば
誰
ぞ
他
の
名
手
に
御
命
じ
被
下
度
奉
願
上
候
。
早
稲
田
ニ
ハ
杉
山
三
郊
、
教
授
の
列
に
居
候
様
に
承
り
候
。
同
人
ハ
小
生
な
ど
ゝ
違
ひ
、
相
當
に
手
習
も
せ
し
も
の
、
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誰
な
ど
申
す
よ
り
ハ
、
同
人
に
御
命
じ
相
成
候
て
ハ
如
何
。
定
て
明
夕
出
發
の
豫
定
な
り
し
か
明
後
夕
ニ
延
期
致
候
へ
ど
是
も
如
何
可
相
成
乎
。
鼻
の
悪
き
ハ
胸
に
及
び
何
事
も
イ
ヤ
ニ
候
間
、
蕗
村
小
稿
ハ
先
生
親
ク
御
執
筆
奉
願
上
候
。
小
精
盧
記
の
小
品
一
篇
、
一
昨
夜
起
筆
候
へ
ど
ま
た
脱
稿
に
至
ら
ず
、
兔
に
角
携
帯
の
上
御
同
進
置
候
ト
存
候
へ
ど
前
陳
の
次
第
故
、
今
日
明
日
ハ
静
養
の
心
算
ニ
御
坐
候
。
拝
借
の
書
籍
及
帖
も
直
に
返
上
仕
候
。
御
査
収
奉
願
上
候
。
草
々
頓
首
十
一
月
廿
八
日　
仁
一
郎
春
城
先
生
図ロ（3）
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侍
史
再
白
、
蕗
村
の
詩
ハ
妄
に
改
竄
致
候
へ
ど
、
此
な
れ
ば
遺
稿
中
江
御
挿
入
相
成
候
て
も
差
支
な
か
る
べ
く
候
。
師
友
詩
文
の
中
へ
候
て
出
色
の
も
の
な
る
べ
し
。
〇
凡
例
ニ
ハ
何
か
付
言
致
置
候
方
、
よ
ろ
し
か
る
べ
し
。
一
、
信
城
一
攻
文
章
。
未
及
韻
語
。
故
紙
中
有
五
絶
数
首
。
附
録
補
遺
之
後
。
以
存
鷄
肋
之
感
。
右
の
如
き
處
置
ハ
如
何
。
併
し
凡
例
ハ
今
ま
記
憶
せ
ず
。
他
と
相
妨
く
る
様
の
語
あ
ら
ば
、
恐
入
候
へ
ど
も
、
凡
例
全
文
御
示
し
奉
願
上
候
。
補
遺
の
後
ニ
入
る
へ
き
や
、
師
友
詩
文
の
後
ニ
入
る
べ
き
や
、
此
も
御
一
考
奉
願
上
候
。
図ロ（4）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
嶋
春
城
宛
坂
口
五
峰
・
田
辺
碧
堂
書
簡
紹
介
─　　─77
　
右
の
書
簡
は
市
嶋
春
城
旧
蔵
で
そ
の
書
簡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
朋
盍
手
柬
」
中
の
も
の
で
あ
る
。
　
右
の
書
簡
の
日
付
「
十
一
月
廿
八
日
」
が
大
正
十
一
年
で
あ
る
こ
と
は
、
冒
頭
に
「
大
隈
侯
遺
著
標
題
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
定
で
き
る
。
大
隈
重
信
侯
が
没
し
た
の
は
、
大
正
十
一
年
一
月
十
日
の
こ
と
で
あ
り
、
一
方
書
簡
の
書
き
手
で
あ
る
坂
口
五
峰
が
没
す
る
の
が
、
翌
年
大
正
十
二
年
の
十
一
月
二
日
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
右
の
書
簡
は
、
冒
頭
で
は
大
隈
重
信
の
遺
著
の
題
字
は
春
城
か
ら
乞
わ
れ
た
五
峰
が
、
折
か
ら
の
体
調
不
良
と
高
熱
を
発
し
た
一
事
を
告
げ
、
断
ろ
う
と
す
る
も
、
春
城
の
懇
願
が
よ
ほ
ど
強
く
、
関
太
郎
を
使
者
と
し
て
派
遣
し
て
督
促
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
病
い
を
つ
と
め
て
筆
を
執
り
、
数
点
の
題
字
を
渡
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
春
城
は
五
峰
の
書
を
酷
愛
し
た
。
春
城
の
み
な
ら
ず
、
大
隈
侯
も
ま
た
五
峰
の
書
を
愛
し
、
そ
の
牧
野
謙
次
郎
撰
文
の
墓
誌
（
昭
和
七
年
刊
『
寧
静
斎
文
存
』
巻
三
「
從
一
位
大
勲
位
侯
爵
大
隈
公
墓
誌
」）
の
書
丹
は
、
五
峰
の
手
を
煩
わ
し
た
も
の
だ
と
春
城
は
言
っ
て
い
る
（『
五
峰
餘
影
』
九
七
〜
九
八
頁
）。
　
五
峰
は
大
正
九
年
に
大
病
を
発
し
て
以
来
、不
調
を
喞
っ
て
い
た
が
、本
書
簡
も
他
に
比
し
て
、筆
力
に
も
衰
え
が
仄
見
え
、「
候
」「
度
」
な
ど
の
細
字
が
他
の
五
峰
書
簡
よ
り
も
や
や
読
み
に
く
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
か
、
春
城
に
何
点
か
の
書
を
与
え
つ
つ
も
、
意
に
満
た
な
け
れ
ば
、
早
稲
田
大
学
の
教
授
で
あ
る
杉
山
三
郊
か
、
そ
の
周
辺
の
人
物
に
依
頼
せ
よ
と
言
っ
て
い
る
。
　
杉
山
三
郊
は
、
杉
山
令
吉
の
こ
と
で
、
安
政
二
年
に
生
ま
れ
、
昭
和
二
十
年
に
没
し
た
人
で
、
岐
阜
の
人
で
あ
る
。
外
務
省
の
官
僚
、
漢
詩
人
、
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
上
京
後
、
川
田
甕
江
、
森
春
濤
に
入
門
し
、
漢
学
を
修
め
、
米
国
留
学
後
、
陸
奥
宗
光
の
秘
書
官
と
し
て
活
躍
し
た
。
官
界
を
退
い
た
後
に
は
、
漢
詩
文
、
書
道
を
講
じ
、
東
京
商
科
大
学
や
早
稲
田
大
学
で
教
鞭
を
執
り
、
宮
中
で
も
御
進
講
を
務
め
る
な
ど
、
書
道
界
で
は
権
威
が
高
か
っ
た
。
　
次
に
『
蕗
村
小
稿
』
の
こ
と
と
な
る
。
文
章
の
流
れ
か
ら
し
て
、
こ
れ
も
題
字
揮
毫
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
蕗
村
と
は
真
島
信
城
の
こ
と
で
あ
る
。
新
潟
の
人
と
推
察
さ
れ
る
。
明
治
期
医
学
界
の
重
鎮
、
入
澤
達
吉
（
元
治
二
年
〜
昭
和
十
三
年
）
の
東
京
大
学
医
学
部
教
授
奉
職
─　　─78
二
十
五
周
年
を
大
正
十
年
に
記
念
し
て
の
祝
宴
に
お
い
て
、
入
澤
が
賦
し
た
三
首
の
漢
詩
に
唱
和
す
る
諸
家
の
漢
詩
を
集
め
た
『
秋
懐
唱
和
集
』（
昭
和
二
年
刊
）
の
漢
文
跋
を
蕗
村
（「
大
正
辛
酉
嘉
平
月
」
の
年
記
を
有
す
る
）
が
叙
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
余
と
君
と
同
庚
同
学
な
り
（
原
漢
文
）」
と
あ
る
か
ら
、
生
年
は
入
澤
と
同
じ
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
で
、
や
は
り
医
学
を
修
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
『
蕗
村
小
稿
』
は
、
蕗
村
の
明
治
三
十
四
年
の
年
記
を
有
す
る
漢
文
集
の
刊
本
で
、
本
文
二
十
七
丁
の
薄
冊
で
あ
る
。
書
中
に
「
市
島
節
斎
翁
の
周
甲
を
寿
す
る
の
序
（
原
漢
文
）」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
吾
が
外
舅
」「
令
嗣
謙
吉
」
な
ど
と
見
え
る
か
ら
、
市
嶋
家
の
縁
戚
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
今
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
嶋
春
城
旧
蔵
の
刊
本
（
へ
二
〇
‐
四
七
六
）
を
検
す
る
に
、
春
城
が
五
峰
に
依
頼
し
て
い
た
と
右
書
簡
か
ら
推
察
さ
れ
る
題
字
揮
毫
は
、
五
峰
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
明
治
初
期
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
鳴
っ
た
泊
翁
西
村
茂
樹
の
筆
に
係
る
、
北
宋
、
蘇
軾
の
「
文
（
原
文
は
「
大
略
」）
は
行
雲
流
水
の
如
く
初
め
よ
り
定
質
無
し
（
原
漢
文
）」
と
い
う
「
謝
民
師
に
答
ふ
る
書
」
と
い
う
文
中
の
語
が
書
さ
れ
て
い
る
。
　
五
峰
に
自
分
で
書
け
と
言
わ
れ
て
も
果
せ
ず
に
、
春
城
は
西
村
に
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
簡
が
書
か
れ
る
数
年
前
、『
秋
懐
唱
和
集
』
の
跋
を
記
し
た
大
正
十
年
十
二
月
よ
り
後
、
恐
ら
く
大
正
十
一
年
に
、
蕗
村
が
没
し
て
、
追
悼
の
た
め
に
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
と
す
る
と
、
序
文
の
年
記
を
だ
い
ぶ
ん
下
っ
て
、
大
正
十
二
年
頃
に
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
　
蕗
村
に
は
他
に
『
三
旬
紀
程
』
と
い
う
十
五
丁
か
ら
な
る
鉛
活
字
の
漢
文
に
よ
る
紀
行
日
記
文
が
あ
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
ル
三
‐
一
六
九
八
）
は
春
城
旧
蔵
本
で
、
表
紙
裏
に
は
「
春
城
大
人
一
粲
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
蕗
村
の
筆
で
あ
り
、
自
ら
こ
の
本
を
春
城
に
呈
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
　
こ
の
紀
行
文
は
蕗
村
の
子
息
真
島
中
太
郎
が
洋
行
す
る
の
を
送
る
た
め
に
上
京
し
た
の
を
機
に
、
蕗
村
が
明
治
三
十
七
年
の
五
月
八
日
か
ら
七
月
六
日
ま
で
の
約
三
十
日
間
の
、
日
光
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
、
奈
良
、
伊
勢
を
経
て
東
京
に
戻
る
と
い
う
行
程
に
お
け
る
見
聞
を
記
し
た
紀
行
文
で
あ
る
。
こ
の
中
太
郎
の
洋
行
出
発
は
、
市
嶋
春
城
も
共
に
見
送
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
題
詞
は
岡
鹿
門
の
筆
で
、
跋
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
嶋
春
城
宛
坂
口
五
峰
・
田
辺
碧
堂
書
簡
紹
介
─　　─79
文
は
信
夫
恕
軒
で
あ
る
。
　
五
峰
の
右
の
書
簡
は
末
の
追
伸
部
分
で
、
再
び
『
蕗
村
小
稿
』
に
触
れ
、
五
峰
が
改
定
し
た
漢
詩
を
「
補
遺
」
に
入
れ
る
か
『
師
友
詩
文
』
に
入
れ
る
か
を
市
嶋
に
判
断
を
委
ね
て
い
る
。凡
例
に
入
れ
る
べ
き
文
言
の
文
案
ま
で
五
峰
は
添
え
て
い
る
。春
城
は
縁
戚
で
も
あ
っ
た
新
潟
出
身
の
真
島
信
城
の
為
に
『
北
越
詩
話
』
の
中
に
五
峰
の
手
で
詩
を
引
用
し
伝
を
立
て
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、『
北
越
詩
話
』
は
既
に
出
版
さ
れ
て
い
て
そ
れ
は
か
な
わ
な
い
。
そ
こ
で
信
城
の
遺
稿
集
た
る
『
蕗
村
小
稿
』
に
お
い
て
詩
の
引
用
と
五
峰
の
評
語
を
掲
げ
た
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
　
五
峰
の
評
語
を
読
み
下
せ
ば
、「
信
城
は
、
一いつ
に
文
章
を
攻おさ
め
て
、
未
だ
韻
語
に
及
ば
ず
。
故
紙
中
に
五
絶
数
首
有
り
。
補
遺
の
後
に
附
録
し
て
、
以
て
鷄
肋
の
感
を
存
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
五
峰
の
文
面
は
、
五
峰
が
「
妄
改
」
し
な
く
て
は
、「
出
色
」
の
で
き
ば
え
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
も
読
め
る
。
五
峰
に
お
い
て
や
や
自
負
の
念
が
強
す
ぎ
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
病
魔
の
な
せ
る
わ
ざ
か
。
刊
行
さ
れ
た
『
蕗
村
小
稿
』
に
は
末
尾
に
一
丁
分
の
「
補
遺
」
が
見
え
て
、
そ
こ
に
五
絶
五
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
五
峰
の
評
語
は
見
え
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
五
峰
添
刪
後
の
本
文
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
市
嶋
の
師
友
の
詩
文
の
中
で
「
出
色
」
の
も
の
か
ど
う
か
は
に
わ
か
に
判
断
で
き
ぬ
。
お
そ
ら
く
本
稿
を
読
む
方
に
と
っ
て
も
、
真
島
蕗
村
の
漢
詩
を
目
に
す
る
機
会
は
こ
の
後
訪
れ
な
い
こ
と
を
慮
っ
て
、
こ
こ
に
五
首
を
訓
読
と
と
も
に
掲
げ
て
、
市
嶋
の
亡
友
へ
の
真
情
を
看
取
す
る
よ
す
が
と
す
る
。
　
　
醉
後
揩
雙
眼　
酔
後 
双
眼
を
揩か
け
ば
　
　
一
枝
梅
報
春　
一
枝 
梅 
春
を
報
ず
　
　
箇
中
閑
富
貴　
箇かく
の
ご
と
き中 
閑
富
貴
　
　
不
識
世
酸
辛　
世
の
酸
辛
を
識
ら
ず
─　　─80
　
　
　
　
　
「
間
居
」
其
の
一
　
　
半
生
成
底
事　
半
生 
底なに
ご
と事
を
か
成
せ
る
　
　
依
然
捫
虱
人　
依
然
と
し
て
虱
を
捫
す
る
人
　
　
問
吾
々
不
答　
吾
れ
に
問
ふ
も 
吾
れ
は
答
へ
ず
　
　
一
笑
臥
青
茵　
一
笑
し
て 
青
茵
に
臥
す
　
　
　
　
　
「
間
居
」
其
の
二
　
　
曽
見
丹
青
妙　
曽
つ
て
見
る 
丹
青
の
妙
な
る
を
　
　
還
知
俳
句
工　
還ま
た
知
る 
俳
句
の
工
み
な
る
を
　
　
奈
何
名
總
拙　
奈い
何か
ん
ぞ
総
拙
と
名
づ
く
る
　
　
風
韻
在
斯
中　
風
韻 
斯
の
中
に
在
り
　
　
　
　
「
呈
總
拙
宗
匠
」
　
　
傲
骨
不
求
世　
傲
骨 
世
に
求
め
ず
　
　
深
蔵
淵
底
龍　
深
く
蔵
す 
淵
底
の
龍
　
　
惜
君
老
陋
巷　
惜
し
む
ら
く
は
君
陋
巷
に
老
い
て
　
　
文
墨
日
相
從　
文
墨 
日
々
相
ひ
従
ふ
を
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
嶋
春
城
宛
坂
口
五
峰
・
田
辺
碧
堂
書
簡
紹
介
─　　─81
　
　
　
　
「
寄
友
人
蟄
龍
」
　
　
詩
酒
却
招
病　
詩
酒 
却
つ
て
病
を
招
き
　
　
蒼
然
顔
色
衰　
蒼
然 
顔
色
衰
ふ
　
　
如
今
無
一
事　
如
今 
一
事
無
く
　
　
彷
彿
老
禅
師　
彷
彿
た
り 
老
禅
師
　
　
　
　
「
病
中
作
」
　
書
簡
本
文
に
戻
る
と
、『
蕗
村
小
稿
』
の
後
に
は
、「
小
精
廬
記
」
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
『
五
峰
餘
影
』
の
中
の
春
城
の
「
追
憶
記
」
に
、「
小
精
廬
記
」
に
つ
い
て
詳
し
い
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
私
（
春
城
）
が
し
き
り
に
寸
珍
本
を
集
め
て
ゐ
る
頃
、
君
（
＝
五
峰
）
に
は
堂
號
を
命
ぜ
ん
こ
と
を
頼
ん
だ
。
君
は
沈
吟
の
後
、
大
に
し
て
粗
な
ら
ん
よ
り
小
に
し
て
精
な
る
に
如
か
ず
と
も
言
ふ
か
ら
「
小
精
廬
」
は
ど
う
か
と
云
は
れ
た
。
私
も
五
峰
君
と
共
に
印
癖
が
あ
る
の
で
、
小
精
の
二
字
は
こ
れ
に
適かな
ふ
所
か
ら
、
喜
ん
で
そ
れ
を
堂
號
に
し
、
君
に
扁
額
の
揮
毫
を
請
ふ
た
の
が
今
も
書
室
に
掲
げ
て
あ
る
。
君
は
十
數
枚
揮
毫
さ
れ
、
ど
れ
で
も
選
べ
と
持
參
さ
れ
た
の
を
見
て
一
驚
を
喫
し
た
こ
と
が
あ
る
。
亦
廬
記
も
作
ら
う
と
言
は
れ
た
か
ら
是
非
に
と
頼
ん
だ
が
、
こ
れ
は
其
の
稿
を
私
に
示
さ
れ
な
い
内
に
歿
せ
ら
れ
た
。
歿
後
草
稿
類
を
調
べ
て
見
る
と
記
の
初
稿
ら
し
い
も
の
が
出
て
來
た
。
推
敲
中
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
私
は
其
草
稿
を
館
森
袖
海
氏
に
回
は
し
て
多
少
の
雌
黄
を
加
へ
て
貰
っ
た
も
の
が
左
の
一
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
五
峯
遺
稿
に
洩
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
爰
に
其
全
文
を
掲
げ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
春
城
は
『
五
峯
遺
稿
』
か
ら
は
脱
漏
し
て
い
る
と
す
る
が
、
大
正
十
四
年
の
刊
本
の
『
五
峯
遺
稿
』
下
の
二
に
は
「
小
精
廬
記
」
が
二
丁
裏
か
ら
三
丁
裏
に
亘
っ
て
確
か
に
─　　─82
収
録
さ
れ
て
い
る
。
春
城
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
現
在
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
「
拙
廬
記
三
篇
」
と
題
す
る
巻
子
本
（
イ
四
‐
一
九
一
九
‐
九
〇
二
）
が
蔵
さ
れ
て
い
て
、
五
峰
の
「
小
精
廬
記
」
の
他
に
、
蕗
村
真
島
信
城
の
撰
し
た
「
小
精
廬
記
」
と
晩
香
菊
池
武
貞
の
撰
し
た
「
不
律
庵
説
」
が
、
い
ず
れ
も
春
城
自
身
の
筆
で
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
者
の
文
、
特
に
少
許
の
異
同
の
あ
る
五
峰
の
三
種
類
の
「
拙
廬
記
」
の
本
文
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
、
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
、
別
席
で
の
話
題
と
し
よ
う
。
〇 
大
正
十
四
（
十
二
）
年
四
月
十
五
日
付
市
嶋
春
城
宛
（
坂
口
五
峰
）
書
簡
【
図
ハ
】（
請
求
記
号　
チ
六
‐
三
八
二
二
‐
一
（
四
四
）
拝
啓
、
愈
御
文
安
賀
々
候
。
此
程
は
被
懸
貴
意
、
古
池
子
を
以
て
大
著
随
筆
山
陽
の
御
恵
寄
に
与
か
り
、
追
ひ
〳
〵
御
面
白
く
拝
見
仕
候
。
一
寸
の
挨
拶
可
申
出
筈
之
處
、
膀
胱
図ハ（1）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
嶋
春
城
宛
坂
口
五
峰
・
田
辺
碧
堂
書
簡
紹
介
─　　─83
血
管
破
綻
、
安
静
の
外
無
之
事
と
相
成
心
に
懸
り
な
が
ら
意
外
に
遅
引
、
不
悪
御
思
召
相
願
度
、
何
れ
拝
首
縷
々
可
申
盡
候
得
共
、
乍
略
書
中
一
應
可
得
貴
意
申
候
。
　
　
　
　
三
拝
四
月
旬
五
筆
春
城
詞
兄
　
　
　
　
侍
右
　
本
書
簡
も
ま
た
春
城
の
書
簡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
朋
盍
手
柬
」
の
中
の
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
坂
口
の
手
に
係
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
疑
問
が
存
す
る
。
　
本
書
簡
は
、
市
嶋
春
城
か
ら
そ
の
著
書
『
随
筆
頼
山
陽
』
を
寄
贈
さ
れ
て
、
そ
の
礼
状
の
投
函
が
遅
く
な
っ
た
こ
と
を
詫
び
る
内
容
で
あ
る
。「
拝
見
」
し
て
い
る
と
は
言
う
が
、
折
か
ら
の
「
膀
胱
血
管
破
綻
」
と
い
う
難
病
か
ら
な
か
な
か
卒
読
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
随
筆
頼
山
陽
』
は
好
評
に
つ
き
版
を
重
ね
た
著
書
の
よ
う
だ
が
、
早
い
時
期
の
出
版
は
大
正
十
四
年
三
月
と
十
五
年
六
月
の
刊
記
を
有
す
る
早
稲
田
大
学
出
版
部
の
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
訂
正
増
補
版
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
刊
記
の
日
時
は
大
正
十
二
年
十
一
月
二
日
の
五
峰
逝
去
の
日
の
後
に
属
す
る
の
で
、
実
際
に
は
二
年
近
く
前
に
は
既
に
製
本
が
な
さ
れ
て
い
て
、
春
城
は
そ
れ
を
近
し
い
友
図ハ（2）
─　　─84
人
に
は
送
付
し
た
と
い
う
実
情
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
出
版
に
は
刊
記
の
日
時
と
数
ヶ
月
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
は
あ
る
に
せ
よ
、
二
年
と
い
う
の
は
考
え
に
く
く
、
右
書
簡
に
は
坂
口
仁
一
郎
の
署
名
も
見
え
な
い
か
ら
、
別
人
の
筆
に
係
る
も
の
と
し
た
い
。
別
人
の
筆
に
係
る
も
の
が
、
字
体
の
類
似
か
ら
五
峰
の
も
の
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
末
の
日
付
の
「
五
筆
」
を
「
五
峯
」
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
併
し
な
が
ら
、
対
等
な
あ
る
い
は
目
上
の
相
手
へ
の
書
簡
に
お
い
て
、
号
を
署
名
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
異
例
に
属
す
る
。
鷗
外
森
林
太
郎
の
書
簡
、
漱
石
夏
目
金
之
助
の
書
簡
は
、
い
ず
れ
も
「
林
」「
金
」「
林
太
郎
」「
金
之
助
」
と
署
名
さ
れ
て
お
り
、
対
等
以
上
の
相
手
に
宛
て
た
書
簡
に
「
鷗
外
」「
漱
石
」
と
署
名
し
た
も
の
は
絶
無
で
あ
る
。
　
別
人
の
も
の
な
ら
ば
、
素
直
に
随
筆
『
頼
山
陽
』
初
刊
の
大
正
十
四
年
四
月
十
五
日
の
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し
あ
く
ま
で
も
右
書
簡
が
坂
口
の
も
の
だ
と
す
る
と
、
そ
の
執
筆
年
次
は
、
そ
の
重
篤
な
病
状
か
ら
晩
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
は
逝
去
の
年
の
大
正
十
二
年
四
月
十
五
日
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
誰
の
書
簡
で
あ
る
か
は
、
博
雅
の
示
教
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
　
二
、
田
辺
碧
堂
〇 
七
月
十
四
日
付
市
嶋
春
城
宛
田
辺
碧
堂
書
簡
【
図
ニ
】（
請
求
記
号　
チ
六
‐
四
六
二
〇
‐
一
四
（
四
）
拝
復
。
一
昨
御
不
在
中
へ
推
參
失
禮
仕
歸
候
。
拙
作
御
賞
識
に
預
り
、
夢
か
と
思
ふ
程
嬉
し
く
存
上
候
。
知
己
之
感
、
深
く
奉
存
候
。
拙
畫
固
よ
り
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
嶋
春
城
宛
坂
口
五
峰
・
田
辺
碧
堂
書
簡
紹
介
─　　─85
道
ふ
に
足
ら
ず
、
未
熟
之
藝
に
候
故
、
東
京
人
之
一
顧
を
博
し
得
ざ
る
は
怪
底
を
須
ひ
ざ
る
處
、
但
一
片
古
を
稽
へ
て
の
學
習
、
或
は
先
生
之
御
留
目
を
得
ば
尚
御
指
教
に
よ
り
て
精
進
之
路
相
拓
き
度
と
心
得
、
妄
り
に
不
自
揣
、
厚
顔
に
も
持
參
仕
候
次
第
、
實
に
東
京
に
て
初
て
の
御
賞
音
に
御
坐
候
。
小
生
之
感
喜
ハ
難
啓
候
。
果
し
て
ア
ン
ナ
物
で
も
御
思
召
に
合
し
候
得
ば
、
皆
で
も
可
差
上
、
尚
時
々
稽
古
之
作
、
御
教
導
之
料
に
持
參
可
仕
候
。
本
朝
詩
人
に
し
て
、
山
水
を
描
く
人
ハ
、
梁
星
巌
翁
だ
け
か
と
存
候
。（
山
陽
翁
ハ
大
文
豪
、
三
洲
翁
ハ
書
の
大
家
、
詩
人
ゟ
除
外
す
）小
生
も
図ニ（1）
─　　─86
是
よ
り
勉
強
し
て
星
翁
の
後
に
及
び
度
存
候
。
層
一
層
之
努
力
を
要
し
候
故
、
若
し
拙
畫
尚
御
思
召
に
合
し
候
事
あ
れ
ば
、
此
上
ハ
無
御
遠
慮
御
批
難
御
論
議
被
下
て
藝
に
進
む
の
御
幇
助
奉
希
望
候
。
小
生
も
近
日
重
て
拝
謝
可
仕
候
。
果
し
て
真
に
御
賞
識
に
入
り
候
も
の
と
せ
ば
、
東
京
に
於
け
る
惟
一
の
知
音
か
先
生
に
候
。
此
喜
遂
に
不
可
叙
盡
候
。
　
　
　
　
　
　
　
　
頓
首
　
七
月
十
四
朝
　
　
　
　
　
　
為
三
郎
市
島
先
生
　
　
　
　
梧
下
図ニ（2）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
嶋
春
城
宛
坂
口
五
峰
・
田
辺
碧
堂
書
簡
紹
介
─　　─87
　
本
書
簡
は
市
嶋
春
城
の
書
簡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
市
嶋
春
城
蒐
集
名
家
書
簡
集
」
の
一
で
あ
る
。
　
前
項
で
紹
介
し
た
五
峰
の
書
簡
が
、
ど
れ
も
胸
襟
を
打
ち
開
い
た
印
象
が
あ
る
の
と
は
違
い
、
碧
堂
の
書
簡
に
は
、
春
城
を
書
画
鑑
定
に
眼
識
の
あ
る
東
京
の
名
士
と
し
て
敬
意
を
以
て
遇
す
る
一
定
の
距
離
感
が
存
す
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
碧
堂
が
自
ら
作
成
し
た
山
水
画
を
春
城
不
在
中
に
持
参
し
、
そ
の
礼
状
に
絶
賛
の
言
が
あ
っ
た
か
の
ご
と
く
で
、
碧
堂
の
感
激
抑
え
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
文
面
に
溢
れ
て
い
る
。
　
中
に
就
い
て
、
日
本
歴
代
で
漢
詩
人
に
し
て
山
水
画
の
名
手
は
梁
川
星
巌
だ
け
で
あ
る
と
し
て
い
る
碧
堂
の
言
は
傾
聴
に
値
す
る
。
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
文
人
画
家
、
南
画
の
作
り
手
は
ほ
と
ん
ど
が
自
ら
の
作
品
に
落
款
、
題
詩
、
題
辞
を
認
め
る
た
め
に
、
画
技
に
加
え
て
、
書
を
嗜
み
、
漢
詩
を
作
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
漢
詩
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は
梁
川
星
巌
の
み
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
文
学
史
で
は
、
漢
詩
人
と
し
て
の
梁
川
星
巌
は
、
頼
山
陽
の
後
塵
を
拝
す
る
者
と
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
山
水
画
の
技
量
品
格
は
、
む
し
ろ
山
陽
が
星
巌
に
一
籌
を
輸
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
両
者
の
山
水
を
見
比
べ
た
も
の
に
は
確
か
に
首
肯
で
き
る
見
解
で
あ
ろ
う
。
漢
詩
人
碧
堂
は
、
山
水
画
、
南
画
の
復
興
を
鼓
吹
し
、
多
く
の
作
品
を
物
し
、
実
物
の
縮
印
画
集
と
し
て
『
碧
堂
先
生
山
水
畫
冊
』
（
大
正
十
五
年
刊
）、『
碧
堂
先
生
畫
觀
』（
昭
和
三
年
刊
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
歴
代
の
書
画
を
収
集
、
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
、
大
正
六
年
二
月
十
六
日
付
喜
多
橘
園
宛
書
簡
に
徴
し
う
る
（
拙
稿
「
書
画
会
の
盛
況
に
見
る
大
正
漢
詩
人
の
雅
交
」、『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
〇
一
九
・
三
）。
〇 
大
正
六
年
五
月
十
九
日
付
市
嶋
春
城
宛
田
辺
碧
堂
書
簡
【
図
ホ
】（
請
求
記
号　
チ
六
‐
三
八
一
二
‐
一
（
三
二
）
拝
啓
、
夏
景
冲
淡
─　　─88
愈
御
清
榮
奉
賀
候
。
此
間
中
よ
り
一
度
拝
趨
久
々
に
拝
晤
相
樂
候
も
匆
々
忙
々
不
得
其
機
之
裡
、
早
く
も
遊
行
之
日
来
り
、
今
日
是
よ
り
九
州
へ
参
る
べ
く
候
。
今
度
ハ
佐
賀
市
に
設
硯
候
筈
、
大
抵
廿
四
五
日
に
、
彼
地
に
着
可
致
ベ
ケ
レ
バ
、
山
陽
道
中
に
在
る
べ
く
候
。
名
什
佳
品
数
々
御
手
に
入
り
可
申
候
。
拝
見
も
仕
度
七
月
初
日
帰
京
候
。
萬
付
拝
晤
可
申
上
。
頓
首
。
五
月
十
九
日
　
　
為
三
郎
春
城
老
兄
図ホ（1）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
嶋
春
城
宛
坂
口
五
峰
・
田
辺
碧
堂
書
簡
紹
介
─　　─89
　
　
　
　
梧
下
　
本
書
簡
も
ま
た
市
嶋
の
書
簡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
雙
魚
堂
鷄
肋
」
に
収
め
ら
れ
る
が
、
大
正
六
年
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
は
、
文
中
に
言
及
の
あ
る
九
州
、
佐
賀
な
ど
で
の
書
画
会
と
い
う
も
の
を
大
々
的
に
碧
堂
が
開
催
し
た
の
が
、
大
正
六
年
の
年
頭
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
大
正
六
年
一
月
十
九
日
と
二
月
二
十
六
日
付
の
碧
堂
の
喜
多
橘
園
宛
書
簡
に
徴
し
て
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
前
掲
拙
稿
）。
書
簡
末
尾
の
「
名
什
佳
品
数
々
御
手
に
入
り
可
申
候
」
は
春
城
の
書
画
収
集
癖
を
言
い
当
て
た
も
の
で
、
碧
堂
が
前
回
春
城
に
面
唔
し
て
よ
り
時
日
を
経
て
い
る
の
で
、
そ
の
間
に
ま
た
珍
品
名
品
の
数
々
を
入
手
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
口
吻
で
あ
る
。
碧
堂
と
春
城
と
が
対
談
す
る
折
に
は
、
春
城
が
収
集
し
た
あ
ま
た
の
書
画
が
展
覧
さ
れ
て
、
雅
興
を
添
え
て
い
た
こ
と
が
髣
髴
と
す
る
。
〇 
二
月
六
日
付
市
嶋
春
城
宛
田
辺
碧
堂
書
簡
【
図
へ
】（
請
求
記
号　
チ
六
‐
三
八
一
二
‐
一
（
一
九
）
拝
啓
。
尊
恙
其
後
御
平
癒
と
奉
存
候
。
餘
寒
之
時
節
、
尚
御
自
愛
被
図ホ（2）
─　　─90
爲
成
度
候
。
斎
藤
生
演
能
、
御
蔭
を
以
て
成
立
致
候
由
、
同
人
ゟ
申
來
、
御
客
中
な
が
ら
、
大
に
鄙
懐
を
慰
め
欣
然
仕
候
。
尊
臺
御
申
添
へ
之
賜
と
奉
存
候
。
〇
小
生
去
廿
八
日
出
都
諸
處
轉
々
、
昨
日
到
味
野
候
。
御
願
に
て
は
、
時
間
之
都
合
上
、
小
川
翁
を
拝
叩
之
暇
無
之
（
翁
に
は
朝
で
な
く
ば
御
在
宅
は
な
き
由
な
る
に
、
小
生
は
十
時
後
に
同
地
へ
到
候
故
）
此
の
次
ぎ
に
可
済
拝
禮
樂
し
み
を
の
こ
し
置
候
。
〇
愈
明
日
ゟ
尾
之
道
座
へ
乗
込
み
初
舞
臺
相
勤
め
申
候
。
呵
々
。
先
者
御
禮
や
ら
、
近
況
や
ら
図ヘ（1）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
市
嶋
春
城
宛
坂
口
五
峰
・
田
辺
碧
堂
書
簡
紹
介
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御
消
息
申
上
度
、
草
々
頓
首
　
　
二
月
六
日
味
野
に
て
　
　
　
　
　
　
為
三
郎
　
春
城
先
臺
　
　
　
　
　
梧
下
先
日
之
畫
は
殊
に
出
来
不
宜
、
日
本
絖
は
尚
も
墨
を
受
け
ず
、
下
手
畫
か
き
に
は
テ
コ
ズ
リ
申
候
。
呵
々
。
殘
り
の
分
ハ
近
日
可
認
候
。
　
本
書
簡
も
「
雙
魚
堂
鷄
肋
」
の
一
で
あ
る
。
　
署
名
の
前
に
は
「
味
野
」
と
あ
る
。
現
岡
山
県
倉
敷
市
の
味
野
で
あ
る
。
碧
堂
は
岡
山
の
人
で
あ
り
、
土
地
勘
が
あ
っ
た
。
岡
山
に
は
後
楽
園
が
あ
り
、
後
楽
園
に
は
能
舞
台
が
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
話
題
は
能
楽
の
こ
と
に
終
始
す
る
。
寒
気
が
続
く
中
、
春
城
の
病
状
を
慮
る
文
言
か
ら
始
ま
る
。
田
辺
と
近
し
い
「
斎
藤
生
」
な
る
者
が
東
京
で
の
能
舞
台
に
無
事
に
立
て
た
こ
と
が
、
春
城
の
助
言
斡
旋
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
冒
頭
に
謝
し
て
い
る
。
図ヘ（2）
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そ
の
後
に
味
野
に
到
着
し
た
こ
と
を
報
じ
、
や
は
り
能
楽
関
係
者
と
思
し
い
「
小
川
翁
」
を
訪
う
も
、
不
在
故
に
面
唔
を
果
た
さ
ざ
り
し
こ
と
を
報
じ
る
。
最
後
に
自
ら
が
明
日
二
月
七
日
に
尾
道
座
で
初
舞
台
を
踏
む
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
碧
堂
自
身
も
能
楽
に
関
心
が
深
く
、
自
ら
も
謡
い
舞
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
追
伸
に
東
京
出
発
前
に
市
嶋
に
呈
上
し
た
画
は
不
出
来
で
あ
っ
た
と
謙
遜
し
、
そ
れ
を
少
し
く
絵
具
を
弾
く
画
絹
の
せ
い
に
帰
し
て
い
る
。
冒
頭
に
掲
げ
た
市
嶋
に
初
め
て
自
画
を
呈
し
て
絶
賛
を
博
し
て
後
に
、
陸
続
と
市
嶋
に
望
ま
れ
る
ま
ま
に
、
画
作
を
送
っ
て
い
た
様
が
髣
髴
と
す
る
。
市
嶋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
碧
堂
の
山
水
画
が
ど
れ
ほ
ど
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
か
、
一
度
調
査
の
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
〇 
大
正
十
四
年
三
月
廿
六
日
付
市
嶋
春
城
宛
田
辺
碧
堂
書
簡
【
図
ト
】
（
請
求
記
号　
チ
六
‐
三
八
一
二
‐
一
（
二
〇
）
拝
啓
、
御
春
安
奉
大
賀
候
。
御
新
著
随
筆
山
陽
外
史
御
恵
ミ
被
下
、
昨
朝
拝
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接
、
直
ニ
大
半
讀
了
仕
候
。
所
謂
手
不
能
措
巻
の
滋
味
相
覺
へ
候
。
小
生
客
月
十
一
日
ゟ
關
西
に
遊
歴
し
、
四
五
日
前
に
歸
京
仕
候
。
廣
島
に
も
數
日
滞
在
申
候
。
佯
狂
執
筆
溺
危
辭
、
王
覇
講
明
幽
室
時
。
難
知
外
史
先
人
嘱
、
憚
世
甘
成
不
孝
児
と
あ
り
し
口
占
之
一
首
有
之
。
小
生
の
考
に
て
は
、
春
水
夫
婦
に
よ
つ
て
此
大
著
は
助
け
成
さ
れ
た
る
と
想
像
仕
候
。
書
外
は
近
日
拝
禮
可
申
陳
候
。
不
取
敢
御
禮
申
上
度
、
實
に
面
白
き
思
に
て
ア
ト
半
分
を
今
日
讀
了
り
可
申
候
。
頓
首
　
　
三
月
廿
六
日
図ト（2）
─　　─94
　
　
　
　
　
　
　
田
邊
為
三
郎
　
春
城
先
生
　
　
　
　
　
侍
史
　
本
書
簡
も
「
雙
魚
堂
鷄
肋
」
の
中
の
一
柬
で
あ
る
。
　
市
嶋
春
城
著
『
随
筆
頼
山
陽
』
の
初
刊
の
刊
記
は
大
正
十
四
年
三
月
十
日
で
あ
る
。
そ
の
日
付
通
り
に
刊
行
さ
れ
、
碧
堂
の
許
に
も
一
本
届
け
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
時
日
を
置
か
ず
に
認
め
ら
れ
た
礼
状
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
先
に
五
峰
の
書
簡
中
と
さ
れ
る
も
の
の
中
に
署
名
な
き
ゆ
え
に
存
疑
の
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
あ
く
ま
で
も
五
峰
の
物
と
す
る
場
合
、『
随
筆
頼
山
陽
』
が
大
正
十
二
年
に
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
臆
測
と
し
て
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
一
応
そ
の
臆
説
を
撤
回
し
刊
記
通
り
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
お
く
。「
所
謂
る
手 
巻
を
措お
く
能あた
は
ず
」
と
い
う
語
句
で
絶
賛
す
る
。
碧
堂
は
、
詩
書
画
に
お
い
て
高
い
評
判
を
博
し
て
「
今
山
陽
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
故
に
、
山
陽
に
関
し
て
は
一
家
言
を
有
し
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
の
一
家
言
は
「
小
生
の
考
へ
に
て
は
」
と
し
て
『
日
本
外
史
』
完
成
の
裏
に
は
春
水
夫
婦
の
援
助
が
甚
大
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
は
自
作
の
七
言
絶
句
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
　
碧
堂
の
漢
詩
集
に
は
『
碧
堂
絶
句
』『
凌
滄
集
』『
衣
雲
集
』
が
あ
り
、
多
く
の
漢
詩
雑
誌
や
新
聞
に
そ
の
作
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
作
を
未
だ
見
い
だ
せ
な
い
。
左
に
録
し
て
碧
堂
の
山
陽
へ
の
一
家
言
を
窺
う
所
以
で
あ
る
。
　
　
佯
狂
執
筆
溺
危
辭　
佯
狂 
筆
を
執
り
て
危
辞
に
溺
れ
　
　
王
覇
講
明
幽
室
時　
王
覇 
講
明
す 
幽
室
の
時
　
　
難
知
外
史
先
人
嘱　
知
り
難
し 
外
史
は
先
人
の
嘱
な
る
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
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嶋
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憚
世
甘
成
不
孝
児　
世
を
憚
つ
て
甘
ん
じ
て
不
幸
の
児
と
成
る
　
大
意
を
記
せ
ば
、
山
陽
が
『
日
本
外
史
』
を
執
筆
し
た
の
は
、
脱
藩
行
為
の
故
に
自
宅
の
座
敷
牢
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
時
の
こ
と
と
い
う
。
世
間
的
に
は
狂
気
を
発
し
た
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
華
麗
な
る
文
辞
を
駆
使
し
て
日
本
の
通
史
を
書
き
綴
り
、
王
道
覇
道
の
別
を
明
ら
か
に
し
た
。『
日
本
外
史
』
執
筆
は
父
春
水
の
嘱
望
慫
慂
助
言
が
あ
っ
て
始
め
て
な
っ
た
も
の
で
、
そ
の
完
成
こ
そ
が
孝
道
の
精
華
で
あ
っ
た
の
に
、
俗
物
ど
も
の
中
に
は
理
解
者
を
求
め
ず
に
世
間
が
不
孝
の
子
と
言
う
に
ま
か
せ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
転
句
が
解
し
が
た
い
が
、
文
面
の
「
小
生
の
考
へ
」
を
盛
り
込
ん
だ
詩
句
と
解
し
た
。
　
筆
者
自
身
も
『
随
筆
頼
山
陽
』
を
一
読
し
、
そ
の
暢
達
な
筆
致
を
楽
し
ん
だ
。
し
か
し
や
や
痛
痒
を
感
じ
た
一
事
は
、『
日
本
外
史
』
の
中
の
南
北
朝
正
閏
論
や
そ
の
執
筆
の
背
景
で
は
な
く
し
て
、
永
遠
の
恋
人
と
目
さ
れ
る
美
濃
大
垣
の
閨
秀
詩
人
江
馬
細
香
と
の
関
係
を
論
じ
た
く
だ
り
で
あ
る
。
市
嶋
は
現
在
に
至
る
ま
で
跡
を
絶
た
な
い
山
陽
と
細
香
と
は
男
女
関
係
に
あ
っ
て
、
子
ま
で
な
し
た
と
い
う
流
説
に
与
す
る
が
ご
と
く
で
あ
る
が
、
山
陽
と
細
香
と
の
詩
文
、
細
香
周
辺
の
漢
詩
人
の
詩
文
を
読
め
ば
、
そ
れ
が
俗
物
の
僻
見
で
あ
っ
た
こ
と
が
感
得
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
山
陽
雪
冤
の
た
め
に
、
細
香
の
門
下
で
も
あ
っ
た
天
江
江
馬
聖
欽
の
『
退
享
園
詩
鈔
』（
明
治
三
十
四
年
、
京
都
江
馬
達
三
郎
刊
）
巻
一
か
ら
「
哭
細
香
女
史
（
細
香
女
史
を
哭
す
）」
の
一
首
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。
　
　
貞
静
誰
知
女
史
賢　
貞
静 
誰
か
知
ら
ん 
女
史
の
賢
な
る
を
　
　
楳
花
紙
帳
只
孤
眠　
楳
花
の
紙
帳 
只
だ
孤ひと
り
眠
る
　
　
畢
生
辜
負
鴛
鴦
枕　
畢
生
辜
負
す 
鴛
鴦
の
枕
　
　
匹
似
清
修
枯
木
禪　
匹
似
す 
清
修
枯
木
の
禅
　
転
結
句
の
「
畢
生
辜
負
す 
鴛
鴦
の
枕
、
匹
似
す 
清
修
枯
木
の
禅
」
と
い
う
の
は
、
細
香
が
終
生
男
と
同
衾
し
た
こ
と
も
な
く
、
清
廉
に
身
を
処
し
た
尼
僧
の
よ
う
な
生
涯
で
あ
っ
た
こ
と
を
詠
じ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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（
追
記
）　
本
稿
は
二
〇
一
七
年
度
科
研
費
助
成
挑
戦
的
研
究
（
萌
芽
）「
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
日
本
の
書
簡
文
の
研
究
」（17K
18493
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
書
簡
の
翻
字
に
際
し
、
誤
読
の
箇
所
数
点
に
つ
い
て
、
岩
田
秀
行
氏
、
小
池
直
氏
の
高
教
に
接
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
 
（
い
け
ざ
わ　
い
ち
ろ
う　
文
学
学
術
院
教
授
）
